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P idon ia tsulta;me t 01  M izuno タカネヒメハナカミキリ

1978年に南アルプス仙丈ヶ岳において採集された1619に基づいて記載された種で、近年まで数
頭の6 個体が得られているにすぎなかった。

本年8 月に山梨・ 長野県境の八丁平付近のコメツガの幼木で多数得られた。 採集された地点は典型
的な針葉樹林帯で、林床は針葉樹の枯木やコケ類に被われていた。 このような林床に約10~ 30 cm樹
高のコメツガが多く見られ、 これらの葉のビーティングにより本種が合計数十頭得られている。
表紙写真は8 月l2日に得られた個体で、家内の飼育で10月9 日まで生きていた。 ( 斉藤秀生)



Pidoniaの地域変異 I
白馬岳および雨飾山周辺地域

(ハクバヒメハナカミキリとそれをとりまく種)

斉藤秀生') ・ 斉藤明子2)

Pidon,iaヒメハナカ ミキリ属に含まれる種はヵ ミキリ ムシ科甲虫の中においても最も分類がむずか

しいとされているグループであるo この原因はPido,、,ia類には、各種がそれぞれ独自にあるいは一部
では他種と平行的に個体変異および地域変異を現わす種が多く、 この変異内容がほとんど把握されて

いないことによっているo
このような変異は、日本や台湾のように山地部が多く地形が複雑な地域で特 に顕著である。 Pido-

nia類の何種かが大陸から何度かに渡って供給され、それらの侵入した年代の差によって新転地の環
境に適応した程度がそれぞれ異なっていると考えられる。 そのため多くの変異を有した種が存在して

いると解釈されている。

日本国内においても、地方 ( 東北と関東以西のaMntataセスジヒメハナカミキリ ) ・ 山系・ 山ご

と ( 日光白根山から加賀白山に至るまでのobs・cur ler シラネヒメハナカミキリ ) あるいは標高差 (

m.utataヒメハナカミキリの標高変異 ) によって、多種多様な変異を各地域ごとに現わしているo
1884年Batesによって日本からPidon,ia ( 記 はGra,an,opteraとして行なわれた ) が発表されて

から後に、 Pidon,ia類の分類はこれらの変異について命名することから初まり、多くの混乱を経て現
在に至つているo

今日ではPicLon・Ia類の研究も進みいろいろな地域からPido,,Iaが記 され、 過去の多くの混乱は解

消されつつあるo しかしそれに伴い新しい取り扱いの種も加えられ、 現在では日本に産するPidon,ia
の種に関しては約40の名称(学名) が与えられ用いられている。

以上のような現状において、 さらに詳細なPicLoma類の変異を整理していくためには、混乱を招く
ような亜種や地方型の命名記載を行なうことではなく、 どのような地域で、 どういった内容の変異が、

どのように現われているか、 といった事柄を把握することが最も重要であると著者等は考えている。

LろI t あ ・ざり
今回は北アルプス北部に位置する白馬岳および雨飾山周辺に生息する種について調査した結果を発

表する。
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白馬岳: 北アルプスのほぼ北端に位置し、黒部川と姫川にはさまれた、富山・ 長野・ 新潟3 県にま
いといがi ひよ I t ら

たがる山系にある。 調査地域は朝日岳と白馬岳の東部に位置する、新潟県糸魚川市栂平・ 兵馬平、長
子 1ej

り :しり
.

野県小谷村栂池、 白馬村長走沢である。

雨飾山: 白馬岳よりさらに東北の新潟・ 長野県境に位置する。調査地域は雨飾山の東南部を源流と

する大海川の上流部周辺および小谷村鎌池周辺および湯 西部である。
l t 1の 1

なお、 白馬岳および雨飾山の周辺地域として、 前者の東部、 後者の南部に位置する小谷村奉納およ

び免 村議 においても調査を行なった。 これらの位置は図1 に示した。

1.  白馬岳周辺 ( 新潟 糸魚川市構平)
姫川温泉から 温泉に向かう林道で、山の西側斜面をトラバースする平坦な道沿い約2.5 間の

地域である。植生は針広混合林であるが、樹木は大木が少なく中低木がほとんどである。 林床はササ

類で被われている。
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°生息a
生息が確認された種は15種でそれら

の内容は表1 に示した。

春から初夏に現われるpun toi フタ
オビチビハナカミキリ、  sim,i uima
ニセョ コモンヒメハナカ ミキリ、

dts・coida t is キベリクロヒ メハナカ ミ

キリを除けば、およそ生息の予想され

る種は確認されている。 個体数の少な

い種のうち、 amen tata セスジヒメハ

ナカ ミキリ、 .s・tgmferaナガバヒメハ
ナカミキリ、  mutataは出現期のピー

クが初夏であること、 tes・taeea ニ セ

フタオビチビハナカ ミキリ、  oyamae

オヤマヒメハナカミキリは典型的な針

斉藤秀生・ 斉藤明子 : P,do・,aの地域変異 I 自馬' f,- 兩飾山

表 l   a平周辺におけるPidoniaの生息種リスト

デ ー ・
新高集 系角川市 構率日辺 1500・ Al t .

l Jt ツ シ ● 5537 - l 6 - 81_a5_・ ・、

19u年8 月 ! 日 田4年8 月5 日

雄 ' t 計 % 雄 I t 計 %
aegro ta
tes tacea

insu t ufa ta

am en ta ta
o ya mae

slgnifen
m u ta ta

graltatrix

6 8

5 4

18 6
52 33
15 6
5 1

30 4
l3 1
91 6
2 0

0 1
0 1

78 l5
57 33

1 .

9

24
8S
21
6

34
1.
97
2
1
1

93
90

'1 . 9
17 」

6 .9

19 .7

18.9
18 」

4 6
2 1
6 7

2,l 19
8 6
3 0
0 1

22 9
19 5
7◆ l l
2 0

79 39
98 73

10
3

13
43
14
3
1

31
24
8S
4

118

17 1

8.3

6 .0
. .6

16 .4

22 .8

33 .0

計 372 119 491 3 41 177 518

葉樹林性の種( 斉藤ほか、1981 ) であることがこの原因と考えられるo
これ以外の種についてはそれぞれある程度当地域の特徴を表わしていると考えられる。 第 l に注日

すべき点は中央山岳地帯ではどの地域でも多数見られるae.grotaチャイロヒメハナカミキリの個体数
が少ないことであるo次いで当地域にのみ生息するpau,idicoLorハクパヒメハナカミキリの個体数が
多いことであるo本種は、当地域の種構成から判断するとmats・一,i talへリモンヒメハナカミキリの
代置的な形で生息していると考えられるoまた、 mtu,al ミワヒメハナカミキリと ,n.asaki i ムネァカ
ョコモンヒメハナカミキリが同時にお互いが極く普通に得られることは特徴的である。優占的な種よ

り判断すると、 nacut i thora:Bカクムネヒメハナカミキリ、 grauatr iaオオヒメハナカミキリ、m.a-
salti iが多く、 その中に obseurtor、 i nsu t u r a ta ヨコモンヒメハナカミキリなどが混じることから、

ブナ林上部で針葉樹林も現われ始めている地域に生息するP,doma類の種構成となっていると言えるo

o各 tの内容と変異
1. aegr o ta チャイロ ヒメハナカ ミキリ

先に述べたように種構成の優占順位において下位であることが特徴的である( 表2 参照)。
本種はpidonia類の中で最も変異の少ない種の一つであり、高標高地で雄の腹部第1 ' 2 節が黒色

となる以外にはほとんど地域・ 個体変異とも認められない。 当地においても本種の特筆すべき変異は

認められない。
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表 2 各地にお? けるPidon,ia aegrotaの優占順位とその割合
地 名 年 月 日 出 典 割 合 優占順位 種 数

仙丈ヶ岳

島々 谷

蔵王山

仁加又沢

管 沼

管 沼

富 士 山

丸 沼

蓮花温泉

栂平周辺

栂平周辺

1972 年7 月下旬
l 974年7月22 - 2 3日
1975年7月29・30日
1975年
l 976年7月28 日

1976年8月 2 日

1977年7 月12 日

1 977年7月 26 日一8月2 日

ヤマブキショウマ

シラネセンキュウ

1981年7月29 - 31 日

1984年8月 1 日

1984年8月 5 日

窪木ら,  1977
建木,  1975 a
建木, 1975 b
窪木ら,  1977
斉藤ら,  1976
同 上

斉藤ら,  1978
斉藤ら,  1981

水野,  19 8 3

斉藤ら, 本誌

同 上

34 %
13. 8 %
26.8 %
l 7.9 %

※ l 5.9 %
※13.6 %

22.6 %

26.4 %
24. 6 %

※ 5. 2 %
※ 2. 9 %
※ 2.0 %.

1

3
2

1
2
3
2

1

1

7

8
9

未記載

1 6
1 0

明記せず

9
9

1 2

1 2

l 3

1 6 ?

1 5
1 3

※原表には数値が記されていないため、本表にて算出したものである。

2. tes・taeea =セフタオビチビハナカ ミキリ

本種は針葉樹林帯に多い種であるためブナ林上部の当調査地域では僅かな個体数が得られたにすぎ
とくご1

ない。 本種は北アルプス南部の島々 谷・ 徳本 などでは雄の前胸背が赤褐色となる個体が優占するが、

当地の個体は黒色であった。 しかしこれらの地域と同環境と考えられる、 より高標高の針葉樹林帯の

個体については調査の必要がある。
3.   in'suturata ヨコモンヒメハナカミキリ

本種についても前種と同様の理由により小数個体が得られたのみであった。 しかし、 より高標高地
では優占すると考えられる。

本種はすでに、北アルプス地城では肢の黒色となる個体群が存在することを中根(1975 ) が述ぺ

ab ma - ,pesとし、 さらに中根 (1981 ) ではこの個体群を亜種として同じ名称を与えた。当地には

これと形態的に一 致す る個体群が見られた。

4.  ,nasah iムネァカヨコモンヒメハナカミキリ
当地では多くの個体数が見られたo
当地の本種個体群中には、 北アルプス南部の徳本 などで得られる前胸背が赤~黄褐色で上翅に明

瞭な斑絞を有する個体から、 日光地方から東北にかけて見られる黄褐色の前胸背に、 不明瞭な小斑救

のみを上翅に有する個体まで存在していた。
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5.  mu,ai ミワヒメハナカミキリ

本種は西日本に多く、 さらに中部の日本海側および東北地方に分布するが、本来あまり高標高地に

は生息しないo したがって、 te.f tacea・ i wuturata・obs・eu,r ior といつた針葉樹林性の種とともに得

られることは極めて特徴的である。

上翅斑絞の個体変異は雄でよく見られ. 当地にはより安定した黒色斑絞を有する京都・ 福井などに
ほ たか

生息するものと同様な個体から、群馬県武尊山に現われる:::救型( 斉藤1980 ) に近い個体まで現われ

るo
6.  am - fataセスジヒメハナカミキリ

本種は春~初夏にかけて比較的低標高地に現われる。 当地で得られた個体は僅かであったが、 いず

れも上翅に黒色部の発達した関東以西に見られる典型的な個体ではなく、 東北以北に見られる亜種

hurosau,alにより似ていたoすなわち奥日光などのkuros・au,al と典型的なam.atataとの分布境付近
に夏期に僅かに得られる個体と形態的に一致す るものと考えられる。

7.  obseur,.orシラネヒメハナカミキリ

当地で得られた本種は日光白根山系の典型的な個体群とはいくつかの点で異なった変異を現わして

いるo
まず雄では中・ 後腿節が黒色部分を多く有する点である。 しかしこの傾向はobs・c - .or全体から見
ると、むしろ黒色部分を有する個体群が現われる地域の方がはるかに多く、雄個体が全く黄褐色部分

く t .10
よりなる肢を有する個体群は日光白根山系ほかごく限られた地域にすぎない。 白根山周辺の奥鬼怒あ

るいは武尊山からはすでに黒色部分を有する雄個体が現われる ( 斉藤前述)。
次に雄雌ともこれらの日光地方の個体群と比べると、上翅斑紋の黒色部の発達傾向が異なる。すな

わち図2 に示した通り、雄では日光地方の個体はS数とB数の連絡が顕著で小橋板の周辺で黒色部分
が広く発達するが当地では発達しない。雌でもほぼ同様であるが、前者はS・ B・ H・ Lp絞が速絡し
て生じた黒色部分が広く後方へ発達するが、後者ではこれらの斑救によって生じた黒色部分は他の黒

色部分が極めて発達した個体であっても決して後方へ発達しない。

この傾向はそれそれの、

前者は群馬・ 栃木の北部山

地および福島西南部山地に

現われるo seur i or に共通

なもので、 後者は北アルプ

ス南部の徳本 から立山地

域および当地に至るまでの

地域に現われるo,bscur i or

に共通なものである。

日光産 栂平産 日光産 相平産

雄個体

国2 Pidonia の上u斑list型とobscuriorの基本斑較

個体
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また本種の前胸背は地域によ

って赤褐色となる個体が現われ

るが、 当地の個体中にはこの顕

著なものはなく、雄1 個体がや

や赤身をおびた黒色であり、 他

はすべて一様に黒色であ った。

8. s・em.to il scu ra

ホソガタヒメハナカミキリ

本種は中央山岳地域にのみ分

雄個体 11t個体 雄個体 体

図3 obseuriorとsemiobscuraの限面の黒色部

布する種で、 一般に前種の生息域よ り低標高のブナ林以下に生息するが、 生息域の上部ではしばしば

前種と混生する。 本種の全体的な分布から見ると当地は分布の縁に当たるが、特に顕著な地域変異は
認められなかった。 これは本種の全体的な傾向で、前種に比べて本種が極めて地域変異が少ないこと

によっているo
また、当地では前種と本種の区別は比較的容易である。 図3 に示したように腹面から見た場合、前

種では口器および肢以外はすべて黒色で、稀に後胸腹板の中央部分が茶褐色となる雄個体が現われる

程度である。これに対し本種では、頭部腹面・ 前胸および中胸腹板・ 後胸腹板' 腹部腹板の一部がそ
れぞれ赤褐色~褐色である。 さらに図7 に示したように、雄の腹部第8 背板末端の2 湾状部分が前種
では尖るのに対し、本種では丸いo雄交尾器のMedian lobe先端部は背面から見ると、  前種では末

端部に向かい一様に狭まり基部は太いが、本種では基部で一度顕著に狭くなり、末端部もやや尖出す

るo Lateral lobesのparameaは、前種がより先端方向に伸びているのに対し本種は前種より極めて
短くなっているo雌の受精表spermathecaでは基部の受精表管spermathecal ductに続く i定腹構造
のひだの数が前種で多いのに対し、本種ではより少ない。 以上の点などにおいて前種と本種は明白に

区別することができる。

9. pau,.doctorハクバヒメハナカミキリ( = m.atsusf,t ta' ; 斉藤、 l984 )
本種は当地域周辺にのみ出現する個体群である。 体長は雄6.2 - 9.7 n ; 雌7.0 - 10.7 -。 一般に体

は一様に黄褐色で斑絞を欠き、大腮先端部・ 複眼・ 後腿節先端部外縁および雄では腹部第1 ' 2 腹板

の前側部にやや黒色部を有する。

雄では痕跡的なLb・ Lm絞を有し、雌ではさらにLp・ S救を不明瞭に現わす個体も出現する。
本種は雌の触角が他種と比べて極めて短い点、前胸背の形態などから、生息環境・ 同時に生息する

他種の種構成などと共に考慮すると、m,at.s _h, ta,ヘリモンヒメハナカミキリの代置的な個体群とし
て当地域に存在しているものと考えられるo 本種と7n,atsusんi talの関係については、種のランクおよ
び種以下のランクにおいて今だ混沌としているP,donia類全体がある程度の基準により整理される段
階で取り扱われるべきものであろうo したがって、 この間題については、 n,,g,ayam.aiナガヤマヒメハ
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ナカミキリ・ yo?o3,am.ai ヨコヤマヒメハナカミキリとobseuriorの関係、 dt seo ida i i.s・キベリ ク ロ ヒ

メハナカミキリとsんi tokms・is・ツルギヒメハナカミキリの関係などとともにより深い検討を要すると
考えられるo

10.   sigaiferaナガパヒメハナカミキリ
本種は出現の最盛期が初夏であるため、本調査では雌が1 個体得られたのみである。 写真にも示し

たがこの雌個体は触角の第10・11節が白色となる北陸型の個体であった。 これは川原 (1983 ) が富山

県細入村検原産の個体で初記録し、水野(1983 ) でも岐阜県根尾産の個体を同様のものとしており、

これらと一致すると思われる。 恐らく雌個体の一部に触角の第10・11節を白色とするものが個体群中

に出現するものと考えられ、 これらの個体の分布する地域は長野県北部から福井県にかけた地域で、

いわゆる北陸型の季候を呈する地方である。

11.  macui i tf,oraa力クムネヒメハナカミキリ
12.  grauatriaオオヒメハナカミキリ
この2 種はいずれも当地に強く優占する種であるが、 他の地域と比べて特に記すべき地域変異は認

められなかった。

なおm,acu.h tんera,,については、従来取り扱われていた個体群中に2 種以上( 真のmacuL' tんerm
とbouui on ) が含まれており区別している研究者もいるが、筆者等はこれらの2 種を区別する明白な

根拠を記した論文もなく、 それぞれの名称が命名された際のタイプ標本も調査されていない現状では、

混乱を招く複数の名称を用いることは避けるべきであると考えている。 したがってこれらの個体群に

は従来通り ,nacu,1, i tfi.ora:x:の名称を用いることにするo
ここで他にも当地において行なった調査結果があるので比較してみたい。 水野(1983 ) は1981年7
月 一31 日に当地で調査を行ないそのデータを発表している( 表4 )。 その中で水野は16種を記録し
ているが、 このうちs.,.gnataは 等は確認できなかったoその他は筆者等の取り扱うm.acut i th°一
raaが水野の・m,aeu,i j tんoraa十bouuiert であり、 pautdtcoLorがMtsus・1tt tai、 obs・c・l・「1,o「がんa-

kusana、 i,m.bat,COLI,,.sがoんbaya.sん,,,であれぱ、大まかな種構成は変わらないo なお水野の記録で

は筆者等が確認している.s・em.iohseuraが記されていないoこれは以下のような理由によるものとも考
えられる。

o各種の訪花性について

当地における主な訪花植物は、オニシモツケFt ttplnduLa ,kants・eんatiea Maximおよびャマブキ
ショウマArunc,,s syLuester Kostel . であったo これらの2 種の訪花植物毎に調査した結果が表3
であるo
表3 によればaegrota、 tes・taceaおよびtTl.s・u,turataからoyanaeまでのCryptoptdon,ia亜属の小
型種においては顕著な慣向が見られない。 この2 種の訪花植物において顕著な嗜好性が認められるの

7
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表3 構平周辺におけるPidonia の:Si lEn物別リスト

デ ー タ 新高果 系角L川市 梅平周辺 1934年8 月5 日

訪花種物 オ - シ モ ツ ケ ヤ マ プ キ シ , ウ  マ

雄 I t 計 % 雄 l l 計 %

aegrota
tes tacea

insutufata
masakii
m'wai

a me n t a ta
oyamae

0b m'Or
semiobscura
一 'dico1or

mu ta ta

gra11atnx

2 0

1 1
4 2
15 9
4 6
1 0
0 1

9 7
1◆ 5
10 2

26 1 0

41 30

2

2

6
24
10
1
1

16
19
12

36

71

12 .0
5.0

8 . 0
9 .5
6 .0

l8 .0

35 .5

2 3
0 1
0 3
8 8
2 0
1 0

9 2

50 9
1 0
0 1

38 l6
32 l9

5

1
3
l6
2
1

11

59
1
0

54

51

7 .8

5 . .

28 .8

26 .3
24 .9

計 129 7 1 200 143 62 205

表4 速率温泉における.Pfdoniaの生息種リスト

自● i山●●事● のPidoll i・
29 - 3! . ●1 . 19 91 集

I tを1・ , て人-・ ' t・の M をaえ ' 1

3 ・ ya M ・

● - le iO

S   一 一 ‘

6 ‘ o n !・ a ?

7 _ ・o ;l ‘・

8   一‘一a
9 - c・l , tAo ,o・
10 60一‘・ , i
l l ' - l / ' 「o
l 2  ・ raf t・ tr i・
l 3  _ t ,・ : l‘l -
l◆ l、 ;l ・ a ' 0

I S oAOa ,a・Aj‘

27 1◆

32 23
20 5

l 1
21 16
7● ●2
57 23
3 1
0 l

9S 3S

l 0

1 8 IS
I S6 33
S8 ! 1
5 2
1 2

◆1
SS
2S
2

37

116
80

1

1 30

1

33
l 89
69
7
3

l lSoo )
(10% )

(16'; , 1

( 24'?01

u . t   ! 6M 793 a

(水.野. l983 より )

はs.emiobscuraおよびpalt idicotorであるo 前種は極端にォニシモツケを嗜好し、 後者はャマブキ
ショウマを嗜好しているo
したがって上記の水野のデータも調査時期から考えてォニシモツケよりャマブキショウマに開花期

が合っていたと考えられるo また種の内容からもpatLidieotor ( 水野のm,at.s・ushitai ) が極めて強く

優占し、それに対しg,raιLatriaが意外に少なくs・e7mob.s・curaが全く得られていないことも、 各種に
おける訪花の嗜好性が引き起した現象と理解される。

2. 雨前山周辺 ( 小谷村大海川 )
小谷温泉より2 ~ 3 Km北に位置する大海川沿いに走る雨飾山登山道の約1 Km間の地域であるo ブナ

林を主とした植生で、林床にはササ類が多く、水辺にはョシやミズパショウも見られる。

o生息 t

生息が確認された種は11種で、これらのほとんどがォニシモツケに訪花していた。 この内容は表5
に示した。

確認された種のうちmasaM i、 ,niu;al、 naeu,t i thoraaおよびgrauatriaが多いことから、 典型

なブナ林性の種が圧倒的に優占している種構成であることが明白である。 t - acea、  obs・cunor
よび1nuidicotorが少ないが、  これらはより針葉樹林に好んで生息することから、 当地以上の高
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標高地においては優占してく るものと考えられる。

o各種の内容と変異
1. aeg,rotaチャイロヒメハナカミキリ
白馬山系と同様で種構成において優占的にならないこと

が特徴である。 地域変異は特に認められない。

2.  na.s,aki iムネァカヨコモンヒメハナカミキリ
当地では第2 位に優占していた。

当地の本個体の斑救退化は極めて著しく、 雄ではほとん

どが無絞となり、複眼と腹部第l ・2 腹板前縁部分が黒色

で、上翅に痕跡的なLb・ Lm数を有するのみとなる。 雌で

は上翅に僅かな黒斑故を残す東北型の個体が多いが、 全く

の無絞型も現われる。

3.  m, ,ulai ミワヒメハナカミキリ

本種の変異傾向は白馬山系とほぼ同様であるが、 上翅斑

救の変異幅は前記の栂平周辺のものより著しかった。

4. amentataセスジヒメハナカミキリ

表5 大海川におけるPidonia の生息種リス l

デ ー タ
長野県,It、谷村大海川上流
l メッシ 番 5537-27-851

1984年 8 月4 日

計 %

aegrota
tes tac ea

mwai
amen ta ta

一 din1or
signifera
mu ta ta
macu lithof ax

gfa1latriX

6 l l

1 16

55 41
25 28
5 4

4 2
2 1

1 0
1 2

79 64

67 23

17

17

96
53
9

6
3
1
3

143

90

21 .9
l2. l

32 .6
20.5

計 246 l92 438

白馬山系と同様で、 奥日光産のようなhurosa,oai と典型的なa,n- fata との分布境付近に夏期に現
われる個体と形態的に一致するものと考えられる。

5.  obseur iorシラネヒメハナカミキリ

6.  pau idicoLorハクパヒメハナカミキリ
両種とも当地では個体数は極めて少なかった。

変異の傾向は白馬山系と同様と考えられる。

斑救型について : pidoniaの斑絞 については林によって図2 の斑救凡例に示したような名称( 略称
記号) が与えられた。筆者等はこれらを応用して以下のように斑絞型を表現した。

o s救から表わし、 Lb・ Lm・ Lp救は最後に表わす。
o斑絞が連絡している場合は斑故記号をピリオドで切らずに続ける。
o斑絞が独立している場合は班絞記号をピリオドで切る。

o消失あるいは存在しない斑救はその斑散記号を表わさない。
o痕跡的に存在する班救はその斑散記号をヵッコでくくる。
o Lm・ Lp絞については斑救記号のLを略しそれぞれm' pとするo

9
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1 4 0

1 2 0

1 0 0

8 0

6 0

4 0

2 0

ll・ ・ ・ ' ' - -

関4 tS、l' 用uにおけるPdonia maculithoax 雄Ia体の上fa tl較整とその出現a合

7. lnacu t i t lto raa

力クムネヒメハナカ ミキリ

当地では最も優占する種で全体の にも及ん

でいた。 当地の本種は極めて特徴的で、ほとん

どの個体が雌雄とも全く斑絞を欠く ( 斉藤、

1984)。 これらの斑絞の出現から消失までの段

階を斑絞型とともに示したのが図6 である。

相平周辺のma - i thoraa の雄個体では本種

の特徴であるB絞とS ・ H救の速絡を有する個

体が147 個体中135 個体である。

S ・ B ・ H絞がそれぞれ速絡し、 さらにLb

n
l l 7.解 S M ' .第 10.

「 l _ n r - l

l l S l● 事■I a ・ a‘1 る用 o・、i・ - ・ - ●l■体の上 9表 a l l と その a合

Lmの2 数を有する個体( S B H. Lb m型) とLb・ Lm・ Lpの3 救を有する個体( S BH. Lb m.
p型)が全体の63.3% を占めている( 図4 参照)。雌ではS・ B・ H・ Lb・ Lm・ Lpのすべての斑救が
連絡する個体 ( s BHLbmp型) とLp・ Lm間のみが離れる個体( S BHLb・ mp型)が38個体中26
個体であった( 図5 参照)。 これらが栂平の本種を代表する斑散型と考えられる。

10



これに対し、 当地大海川のm.a-
euL,. tんcran・ では雄では全く斑救

を欠く個体が73 個体中67 個体、

雌では62 個体中58 個体であった

( 図6 参照)。
したがって本種に関しては白馬

山系と雨飾周辺では全く別の斑l改
型を現わす個体群が生息している

ことになる。両地域の本種に関し

て雌雄の交尾器を比較して見たと

ころ、 種レベルで別の個体群であ

るとは考えにくいが、 地方型程度

には区別できる個体群であること

がわかった。

8. grai tatr ia

6 2

斉藤秀生・ 藤明 f- : P,don,aの地域変異 I 白馬lf,- 商i飾山

n
4 0

2 0
6 .5% 93.5%

r _ , l l
・

0
・ 0

.」 ・

7 3

00
6 0

4 0

2 0
8.2% 91.8%r, l i

・

0

' t u体 雄e体

国6 大海川におけるPidonia maculithoraxの上題 較型とその出現割合

オオヒメハナカミキリ

本種は当地でも優占する種の一種であった。

他の地域と比べて特に記すべき地域変異は認められない。

以上、 相平周辺および大海川上流地域の調査結果によ り、 それ,ぞれ白馬岳 ・ 雨飾山におけるP,・do-
nia類の特徴的な内容について述べたo この他の地域で確認された種は個体数が少なく、上記のよう

な解析ができなかったため生息種のみを表6 にまとめるのみとした。

表6 白馬岳および雨飾山周辺で確認されたPidonia

l l
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01
A l

f t
A2

,

図7 白馬 および雨 前山周辺に生息するPidoni a類の交 器

M: median lobe (側面図) , V : median lobe の先端部分(背面図) , L : lateral lobes (側面図) , A
雄度部第8 背板(背面図) , S : spermatheca受精基(側面図) . l : P. oi,s・curler (相平) 雄: 9.4n ; 雄a
8.3一個体; b : 10.4一個体,  2 : P. s,mobs・eu.ra (同地) 雄: 8.4- ; 姓a : 8.7一個体; b : 10.6一個体, 3
: P.pau idieoior (同地) ; 雌a : 7.0一個体; 雌b : 9.6_個体; 雄a : 8.7一個体; 雄b : 7.0一個体, 4 :
P.macu,i i thorm ; 雄a : 10.8_個体(細:平' ) ; 雄b : 8.6n個体(同地) ; 雄c : 10.2a個体(大海川) ; 雄d
: 10.2一個体( 同地) ; 雌a : 8.5一上翅斑救発達個体(栂平) ; 雄b : 9.l一上翅斑救退化個体( 同地) ; 雄c
: 10.2一個体(大海川) ; 雌d : 9.I n個体(同地) , 5 : P. - u,ai (大海川) ; a : 7.8n個体 ; b : 6.7一個
体, 6 : P.mMti,. (同地) ; a : 7.9_ (斑絞発達個体) ; b : 8.0- (斑数消失個体) , 7 : P.s・i9mf,,・a
(相平) 7.7一個体, → : median strutsの融合部分, Scale : 0.25 - .

1 2
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交尾器の形態

1. o i f m n o r : Med i an lobe は側面図では比較的幅広く湾曲が強い、先端部分は背面図では先端

に向かって徐々 に狭まる。 Parameaは背面図ではそれそ、れ先端部に伸び、長さより幅が短いo腹部第
8 背板先端部に位置する2 湾状部分の先端縁はやや尖がるo Spermathecaの能腹部分のひだは7 ・8
本o
2. .semiobscu ra : Median lobe は側面図では比較的細く湾曲が弱い、先端部分は背面図では一度

くびれ、 さらに先端に向かい徐々 に狭まるo Parameaは背面図ではそれぞれ先端部にあまり伸びず、
長さと幅がほぼ同長o 部第8 背板先端部に位置する2 湾状部分の先端縁は丸いo Spermathecaの
腹部分のひだは4 本。

3.  pa,u id,color : Median lobeは側面図では、median stratsの融合部分が中央よりやや後方
に位置する、先端部分は背面図では側緑が顕著に狭まり、先端はやや突出するo Lateral lobesの
r ink の幅は側面図では中央部分でやや狭い他はほぼ同幅であるo Paramea は背面図ではそれぞれ長

さより幅が短い。 腹部第8 背板の先端部分の外縁は中央で最も後方へ伸びている。

4.  M - , tんerm : Median lobeは側面図では中央部やや前方が最も幅広く、先端部分は背面図で
は先端に向かって徐々に狭まり、全体は体長の大きな個体より小さな個体の方がより細いo paranea
は背面図ではそれぞれ内緑が直線的で外緑は丸いo腹部第8 背板先端部分は2 湾状であるo sper -
mathecaは全体の長さより幅が長い。 これら基本的な交尾器の形態は相平・ 大海川両方の個体間に大

きな差は認められない。

5.  - u,ai : Spermathecaの先端部分は表面にしわを有する。上翅斑数の発達した個体と退化した
個体と比べても、  spermathecaの一般形態には差が出ていないo
6.  m.asak,, : Spermatheca はパイプ型で、先端部分は表面にしわを有するo上翅斑救の発達した
個体と斑絞を現わさない個体を比べても、  spermathecaの一般形態に変異は現われないo
7.  - n, fera : 般角の10・11 節が白~黄褐色になる個体のspermathecaの形態は、他地域の般角
が一 様に黒色の個体と顕著な差は認められない。

まとめ

1.  白馬岳および雨飾山周辺のP,donia類において最も特徴的なことは、 natsushi taiへリモンヒメ
ハナカミキリの代置的な関係で、上翅に黒色斑救を現わさないpau idieotor ハクパヒメハナカミキ
リが生息することである。

2.  当地では、触角第10 ・11 節が白~黄褐色になるsigniferaナガパヒメハナカミキリ・ 上通斑敏

の発達しないm,asati iムネァカョコモンヒメハナカミキリ・斑数変異の著しいmiu;al ミワヒメハナカ
ミキリなどが生息するo この点により一部では北陸型のPidon,ia相を有しているo
a さらに、肢が黒色となる iwuturataヨコモンヒメハナカミキリや、 obs・cur le r シラ ネ ヒ メ ハナ

l 3
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カ ミ キ リの上翅斑救型から、 北アルプスにおけるPidoma相の要素も含んでいるo
4.  特に大海川上流およびその付近の地点では、maeuti t,1,.oraa カクムネヒメハナカミキリがすべて
上翅に黒色斑救を現わさない個体群が生息し、細平など他の周辺地域と著しく異なった表現型を現わ

す個体群が、雨飾山周辺に分布していることが明らかになった。

図7および図8解説
1.  aeg,rota雄個体: 本種は本来変異の極めて少ない種であるが、他種の上 斑絞が消失する個体が

出現することによりしばしば混乱される。 中・ 後座節先端部が黒色であることが本種の特徴。

2.  m.as・ah, ; a雄個体: 上翅斑絞が消失した個体で前種に酷似するo前胸の形態・ 触角の長さ・ 肢

の色彩等で区別できる。 b雌個体: 大海川産の上翅斑絞が消失した個体。 c雌個体: 相平産の上翅斑

絞が発達した個体。当地ではb ~ cのような変異がある。
3. oムs・cu r ,,o r ; a雄個体: 頭部が赤褐色で、前胸背もやや赤味を帯びているo b雄個体 : 通常個体o
c雌個体。
4.  sem,obs・cura ; a雄個体: 通常個体o b雄個体: 頭部・ 前胸背赤褐色個体o前種と同様に頭部・
前胸背の色彩には変異が現われる。 しかし前種とは般角の長さが異なっている点で区別できる。 c雌
個体。

5.  m.iu,al ; a雄個体: 上翅班救が消失した個体o b雄個体: 最も上翅斑救が発達した個体o当地で
はa~ bのような変異が現われるが、その傾向は大海川はaの型に細平はbの型に片寄る傾向があるo
6.  s・gn.ifera雌個体: 触角の10・ l l節が白~黄褐色であるo
7.  pauidicotor ; a雄個体o b難個体o他種と比べて触角の短かい点がMtsusf,italと近縁である
ことを伺わせる。 e雄前胸。 d雌前胸。前胸は中央部分が最大幅で側緑は一様に丸く、 全体につやが
ないo
8.  m.aeui i thoraa; ; a大海川産の上翅斑救退化雄個体o b同雌個体o黒色斑救を欠く以外は通常の本
種と変わらない。 e雄前胸。 d雌前胸。前胸は中央側縁で最大幅でやや尖り、全体につやがある。
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窪木幹夫( l975a) 日本産Pidon.ia属の覚え書 ( 7 ) 島々 谷のPidonia属の記録・ その2 甲虫ニ

ュース ( 29 , 30 ) : 6 .
- ( 1975 b) 同上 ( 8 ) 蔵王山のPidon,ia属 同誌 ( 31 , 32 ) : l l - l2 .

中根量彦 ( 1975 ) 日本の甲虫 (15 ) かみきりむし科10 昆虫と自然10 ( 1 ) : 12 - 15 .

斉藤秀生・ 倉田悦子・ 星野晴美( 1976 ) 群馬県管沼におけるハナカミキリ類の訪花性について
( 特にPidoniaについて ) 甲虫ニュース( 36 ) : 11 - l3 .

窪木幹夫・ 柴田孝尚・ 田中直 (1977 ) 群馬県・ 仁加又沢におけるヒメハナカミキリの生態調査 特
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斉藤秀生・ 斉藤明子 : .P don iaの地域変異 I 自馬岳 - 兩 山

図8 白馬f lおよび兩前山周辺のPidoma l
1 : ae?of a 3 (大海川 ) , 2 : n _, t i i ; a : 6 ( 同地 ) ; b
rior ; a : 6頭部赤褐色個体( 同地) ; b : 6通常個体( 同地 )
S通常個体 ( 同地 ) ; b : 0頭部・ 前胸赤福色個体 ( 同地 ) ; c

e ( 同地 ) ; c
c : 9 (同地 )

9 ( 同地 )。

9 ( 栂平 ) , 3 : oioeu
4 : s・‘1t iobseu rl, : a
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さやばね Jato  1984年

図9 自 長および雨前山周辺のP,.don,,,a 2
5 : ,,,i ,,lai ; a : S (大海川) ; b : 6 (相平) , 6 : sigaifera 9 ( 同地)
(同地) ; b : 9 (同地) ; c : 6前胸背; d : 9前胸背, 8 : M - i tAora
( 同地 ) ; e : 3前 背 ; d : 9前胸背。
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;1藤秀生・ 藤明 f : P,do,1,aの地域変異 I 自l f- ・ I t;i飾山

にその垂直分布と訪花性について New Entomo1 . , 26 ( 1 ・2 ) : 15 - 24 .

斉藤秀生・ 下村徹・ 境昌彦 ( 1978 ) P idoma類の訪花性に関する研究 第三報 表富士三合目にお

ける調査結果 甲虫ニュース ( 42 ) : 6 - 7 ・

斉藤秀生 (1980 ) 群馬県武尊山のP,.cLoma さやばね ( 5 ) : 1 - 8 ・

斉藤秀生・ 林良一 ・ 斉藤秀秋( 1981 ) 奥日光丸沼・ 管沼におけるP,,derma相の比較 同誌 ( 6 ) :

l - 8 .

斉藤秀生・ 下山毅・ 倉田剛 ( 1981 ) Pidonia類のマー キング法による訪花性に関する調査 同誌

( 7 ) : 23 - 32 .

中根猛彦( 1981 ) 数種のカミキリムシの新種について 北九州の昆i i 28 ( l ) : 37 - 39 ・

川原 誠 ( 1983 ) 越中天牛科のおと 2 富山県のP,doma相へのメモ AM I CA通信 ( 3 ) :

8 - 11 ・

水野弘造( 1983 ) ピ ドニ屋 繁昌記( 3 ) 月刊むし (153 ) : 19 - 22 ・

斉藤秀生 ( 1984 ) ヒメハナカミキリ類の異常型とその解釈 同誌 ( 159 ) : 25 - 30 ・

( 1 〒113 文京区本郷3 - 39 - 1 2 日本野生生物研究センター )

( 2 〒 270 松戸市常盤平3 - 30 - 2 - 715 )

l 7



さや l;「ね .1,a le 1984年

第8 回 ・ 名古屋支部例会記
穂積 俊文

毎年3 月に行なわれている支部例会も、今年で8 回となり、新しい顔触、新しい話題も多くなって

来た。

第8 回・ 名古屋支部例会が開かれた昭和59年3 月11 日( 日) は小雪が散らつく寒い日であったが、

開催場所である愛知県産業貿易会館に集ったのは18名であった。 本支部例会では、各自が標本・ 文献

写真等を持参することが原則になっており、手ぶらの人は参加費を多く出す慣例になっている。

自己紹介の後に、標本等の説明・ 供覧が行われ,, 続いて2 方の講演が行われた。

河路掛吾氏一一甲虫雑談

生川展行氏一一三重県の甲虫

河路氏の話は主として幼虫採集と飼育についてであり、いろいろな幼虫の供覧があった。 中でもォ

オチャイロハナムグリの飼育は圧巻であった。

生川氏は住まいが鈴鹿市であり、 鈴鹿山脈を手近に控えたフィールドは、 様々 な甲虫が発見できる。

雑甲虫の採集に関する話では、参加者全員が興味深く聞き入っていた。

終了後、 初寿司で有志による懇親会が催された。

参加者 ( 順不同 l8名 )

後藤武司 穂積俊文 伊藤徳造 加藤隆行 河路掛吾

長谷川稔洋 蟹江昇 松永暗彦 水谷高弘 森部一雄

生川展行 野平照雄 斉藤孝夫 清水信治 内田英毅

横井秀樹 大塚篤  河北均

なお第9 回例会は昭和60年3 月10日 ( 日 ) の予定です。ふるって御参加下さるようお願いいたしま

すo
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日本拍翅日学会第8 回総会

甲虫談話会11 月例会合同例会記

恒例とな った秋の甲虫談話会との合同例会が、 昭和58年11 月20 日に東京浜松町の機械振英会館にて

催されたo
すでに例会のレポートおよび参加者は当学会会員でもある藤田宏氏によって月刊むし1984年1 月号

に報告されている。 講演は以下の3 題であった。

特別1購演
久松定成 ( 愛援大学農学部昆虫学研究室 )
「日本のケシキスイ」

一般購演

斉藤明子 ( 千葉県松戸市 )
「日本産ハナカミキリ亜科における雌交尾器の形態とその分類学的意義」

斉藤秀生( 日本野生生物研究センター)
「ヵミキリムシ科甲虫における雄交尾器形態の多様性」

日本のケシキスイ
久松 定成

ケシキスイ科Nit idul idaeは、 Kireychuk ( l982 ) によれば6 亜科に分けられているo彼の分類は
多くの特徴を客観的に捕提して系統を論じた説得力のあるもので、特に東南アジア特産のCalone -
crinaeを創設しCybocephal inaeを別科として追出している点は、演者の持論とも一致するものであ
るoなお世界的規模でみた場合、 Carpophi l inae、Meligethinae、 Nit idulinaeの3 亜科の境界線

付近に若干属が存在するが、 これらに対する明快な処置はなされておらず今後の研究課題と思われる。
ヶシキスイおよびタマキスイ両科の日本産の種については、  リストを配布したo 日本産のケシキスイ

イを各亜科ごとに数量的にまとめると次のようになる。 なお未記 と思われるものはプラス記号を付

して計上した。 4 +3 種とは既知種4 と新種3 の意味である。 また記録はあるが、分布が疑わしいも

のは除いた。

K ate ret inae : 4属、 4 十3種
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Carpophil inae : 5 +1 属、  19+3 種
Nit idul inae : 31十1属、  105十21余種
( Epu,raea属は今後とも未記載種が発見されることが予想されるので、余としたo )
Meligethinae : 2属、  19十3種
Cryptarchinae : 4属、 l3 + 1種

以上を合計すると、  46 +2 属、  l60+ 31余種となるo
このうちKateretinaeとMeligethinaeは、特定の花をhostとする全北区系の甲虫であるが、果物
やキノコなどをhostとするCarpophil i naeやNitidulinaeの日本産種には、東洋区系の要素が高率
に入り込んでいるo
日本のケシキスイを研究する上で特に注意すべきことは、

1) 酷似種が多いが、 39 の交尾器により識別可能であるため、むしろ間題はタイプ標本の混乱にあ
るo 特にReitterのタイプと称されているものには、偽も多く、類似種に関してとりわけ混乱がひど
いため、 タイプ類の再整理の必要がある。

2) 本科には広域分布種が非常に多いが、中国など近隣諸国のfaunaが全く解明されてないため、イ
ンド、  ビルマ、その他違隔地の特産とされた種が日本にいるヶー スが多く. 同定に慎重さが求められ

るo

日本産ハナ力 ミキリ亜科における
雄交尾器の形態とその分類学的意義

斉藤 明子

ヵミキリムシ科の分類は、ほとんど見る事のたやすぃいくっかの外部形態によってのみ行なわれて

おり、ただ便宣的にカテゴリーをもうけている傾向がある様に思われる。系統を反映した分類を行な
う為には、もっと内部形態にまで日を向けることが必要である。そこで演者は雌の交尾器、つまり産

卵管とそれに続く交尾表( bursa copulatrix) 、受精表( spermatheca)等を用いて、カミキリムシ
科の内、ハナカミキリ亜科の特に日本産の種類についてそれらの形態を比較し、その分類学的意義を

検討した。なお、本講演では、 48属に含まれる54 種を示した。
雌交尾器とは、産卵管、交尾表、受精表等、交尾にかかわるいくつかの部分の総称である。産卵管

は、 valvj fer、 cox i te、 stylus、 proct igerから成り、 caxite間には陰門 ( vulva ) が開口し、

交尾時に雄の内袋( erKlophal lus ) が挿入されるo stylus、  coxiteの末端には感覚毛を持つo交尾
表は、交尾時に雄の内袋を受け入れるところとされており、大きさは種によって様々 であり、これを

もたない種もある。受精表は、比較的節片化した袋状のもので、受精表管( spermathecal duct ) で、
陸( vagina) または交尾表につながる。また、側面に受精表腺( spermathecal gland) をもつo

2「)



日本産ハナカミキリ亜科に含まれる種の雌交尾器の形態を比較検討した結果から、産卵管、交尾表、

受精表について、 ハナカミキリ亜科におけるそれそ:、れの分類学的意義について考察した。
産卵管については、いくつかの形質を総合して評価すると、属程度のレベルでのグルー ピングに有

効な形質であると思われるo交尾表は、 P.s・eu.dos - ,,ors ,a属および Pi doma属を除いた ヵタ ビロ

ハナカミキリ族Stenocoriniでは大きく発達しているのに対し、ハナカミキリ族Lepturiniではすべ
ての種で小さいかあるいは欠除しているという点で、族のレベルでのグルー ピングに有効な形質であ

る。受精表の構造は、ハナカミキリ全体から見ると大きな違いは見られないが、それ自身の形態、受
精表管の長さ、受精表腺の開口位置などを細かく見ると、種、種群、属レベルでのグルー ピングに有

効な形質である。

カミキリムシ科甲虫における雄交尾器形態の多様性

斉藤 秀生

ヵ ミ キリ ムシ科甲虫の雄交尾器は、 日本では近年になって原記 などに図示されるようになって来

たが、現状では今だ一般的な 向とは言えない。形態学的な研究は、江原( l954 ) 以後ほとんどなさ

れておらず、形態の紹介さえなされていない。

演者は、ヵミキリムシ科に含まれる種を広く見わたし、各種・ 各属・ 各族における雄交尾器の形質

評価を行ない、 本科の高次分類の再検討を試みたいと考えている。 今回は本科各種に現われる雄交尾
器各部形態の多様性について述べた。

本種の雄交尾器はいわゆる馬乗型anrmlate type に属するもので、大きくmedian lobe ' lateral
lobesおよびendopha1lusとに区別されるが、一般には前者の2 つの部分が分類に良く用いられてい

るo
o Median lobeは將状で腹面に湾曲しており、より基部には左右に分かれた一対のmedian struts
と呼ばれる部分がある。 このmedian strutsとmedian lobe全体との長さの割合には種間あるいはグ
ループ間において多様性が見られるo

o Lateral lobesのparameaの形態は種によってさまざまで、一対の葉片が顕著なグループから、
やや隔合しているもの、完全に隔合しているもの、そして膜質化しているものまで見られるo

o Endoplnl lusが反転する、median lobeの開口部median orificeの位置においても、それぞれ
ventral plate・ dorsal plateの長さの違いにより、グループ毎に変化しているo
以上のような現象は、どの分類群においても一様なものではないようで、 フトカミキリ亜科では

Mesoslnj・ Agnj jnj・ Saperdiniなどは多様性の幅が比較的狭く、 Apomeqynini ' Rhodopinini '
Acanthocininiなどでは比較的広い多様性の幅を持っていると考えられるo
なお、本講演の内容の一部は、すでに「昆虫と自然」の本年度5 月号に発表した。
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日本報'翅目学会 ・ 会員動静

°新入会員

会員番号 氏 名 郵便番号

( 1983年10月2 日~ l984年10月1 日)

住 所

住所変更 ( 新住所 )
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°再入会

退 会

認定退会

数回の通知にもかかわらず、丸2 年間会費を滞納されている方は、残念ですが認定退会扱いとさ

せていただきます。 なお、復会には未納分の会費と入会金500円を必要とします。

振替口座のお知らせ

会費納入のための振替口座を作りました。会費は下記の振替先に納入下さるようお願いいたします。

振替口座番号 東京 0 - 1 4 7 8 7 1

振替先 日本將翅目学会

再入会の方もこの口座でお願いいたします。 なお、パックナンバー・ 特別報告等は、 いままで通り

T T S昆虫図書にお問い合わせ下さい。
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会からのお知らせ・ ご素内

oパックナンバーはすべて東京通販サービス社へ
1980年度よりパックナン,、 一の発送はすべて東京通販サービス社に委託いたしました。 パックナン

バーのお申し込みは必ず東京通販サービス社の方へなさって下さい。 事務局の方では一切扱っており
ませんので, 絶対にお申し込みにならないで下さい。また, l980年度よりパックナンバーの学生割引
はやめ( 委託販売により計算が大変めんどうになるため) , 一律料金といたしました。

「 EL YTRA 」 Vol . l l , Vol .2 l & 2 ( l973~1974年)
「ELYTRA 」Vol.3 Nes t/:2 「 さやばね」 1 ( 1975年 )
「ELYTRA 」Vol.4./tat &2 「 さやばね」 2 ( l976年)
「ELYTRA」 Vol.5 ./tat & 2 「 さやばね」 3 (1977年)
「ELYTRA」 Vol.6 JI61 & 2 「さやばね」 .?4 (1978年)
「E L YTRA 」 Vol .7 1 & 2 「 さやばね」 5 ( l979~l980年)
「ELYTRA」 Vol.8 ./;61 & 2 「さやばね」 6 (19a)~ l981年)
「 EL YTRA 」 Vol .9 1 & 2 「 さやばね」 7 ( l981年)
「 E L YTRA 」 Voi l e./ta t & 2 「 さやばね」 8 ( 1982年)
「ELYTRA」Vol.11 Nes t /:2 「さやばね」 9 (1983年)

3冊組 2,000 ( 〒200 )
2冊組￥2,000 ( 〒200 )
3 冊組￥2,000 ( 〒200 )
3 冊組 3,000 ( 〒200 )
3 冊組 3,000 ( 〒200 )
3 冊組 3,000 ( 〒200 )
3 冊組 3,000 ( 〒200 )
3冊組 3,000 ( 〒200 )
3冊組 3,000 ( 〒200 )
2冊組 3,000 ( 〒200 )

oお申し込み先 : 〒 l 56 東京・ 千歳郵便局私書箱33号 東京通販サービス社

TEL 03 (426 )6012 郵便振替 東京0 -73156

よ り高度な蒐集 ・ 研究は文献から ./
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ご注文はハヵ' キに◆名標印の上l l8才未 は保11者印1 、 お送り下さいo  直らにお送り し ; i f o

代金は到●後7 日以内にこ-送金下さい。 送料は2 冊以上になると安くなります。

お近く の方は直接小社へ( 小田急- 国鉄南武線 登戸駅7 ~ 8 分1
一駅前の案内図と電柱広告でこ'案内しています一

T T S f l ;. _r li! '口
214 登戸 便局私書指1 1 号

(214 川'ii市多 区登戸新町l4 )
TEL 044-911-8511(代1 : 911-5961
算使最番東京 0 - 7 3 1 5 6
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1983年度会計報告 ( 1983年1 月1 日~ 12月31 日)

収 入 支 出

前 期 操 越 58,621
入 会 金 6, 000
パックナンバー代 147, 500
1983 年度分会費 284, 0 0 0
1984 年度分会費 213, 0 0 0
l 984 年度以降分の会費 3,00 0
別 刷 代 17,800
預 金 利 子 7 62
11 月21 日入場費(78人分) 39,000

ELYTRA ,Vol .10 2 300, 000
印刷代 (一部)

送 料 25, 180
パンフ類コピー代 12; 160
事務関係費 39, 380
総 会 費 40, 000
雑費・ 通信費 3, 190
次 期 繰 越 349, 773

769, 683 769, 683

「 日本糖翅目学会特別報告」の発行のお知らせ /

本会では定期刊行物として「ELYTRA」と「さやばね」 の2 誌を発行しておりますが、 長い論文に

ついてはとても会費収入だけでまかないきれなくなっております。

そこで、特に長いもの( 1 回で20~30べ一 ジ以上のもの) で、まとまった内容のものについては
1 冊の本として、上記2 誌とは別の不定期刊行物「日本常翅日学会特別報告」を作ることにいたしま

した。印刷費等はすべて著者負担となりますが、 T T S昆虫図書で取り扱っていただき、売れた分に
ついて定価の6 割が著者に還元されます。会費とは別わくの会計となりますが、会員は定価の2 割引

で購入( 会員用割引券を添えた場合のみ) できます。

第1 号として益本仁雄・ 近藤茂昭両氏による台湾ゴミムシダマシ・ チェックリスト ( B 5版、 30
ペ ージ) 「Check - L i s t of Formosan T enebr ion idae 」ができますo定価は1,000円ですが、
会員は800円となります。割引券を添えてぜひTT S昆虫図書へお申し込み下さい( 会の事務局では

取り扱っておりません)。 (編集局 )

oお申し込み先 : 〒214  川崎市多 区登戸新田14 T T S昆虫図書
TEL 044 - 911 - 8511

さやばね .fia 10 昭和59年12月 2 日発行

編集者 : 斉藤秀生 斉藤明子

発行所 : 日本輪翅日学会 ( 〒110 東京都台東区東上野 4 - 26 - 8

<振替口座 東京一0 - l 47871 > , 福田 y一方
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真
珠
よ
り
美
し
く

ダ
イ
ヤ
よ
り
価
値
が
あ
る

大
切
な
標
本
を
永
久
に
守
る

下
イ
ッ
型
標
本
箱:>

自
然
は
ま
す
ま
す
大
切
な
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た

。

こ
の
不
思
議
な
世
界
を
解
明
す
る
貴
重
な
手
掛
り
と

な

る
昆
虫

標
本
は
、

価
値

あ
る

も
の
と

し
て
永

久

に

保
存
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
ん

な
願
い

を
こ
め

て
、

タ

ッ
ミ
製
作

所
で
は
、

昆

虫
標
本
の
保
存
に
最
適
な
ド
イ
ツ
型
標
本
補
を
お
届

け

し
ま

す
。

*

す
ば
ら
し
い
特
長

●
く
る
い
の
こ
な
い
良
質
な
木
材
を
使
用

●
湿
気
や
乾
燥
に
も
強
い
独
特
の
構
造

●
パ

ラ
ゾ

ー
ル

に

も

変

化

せ
ず
、

標

本

が

よ

り

美

し

く

見

え

る
自
色
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
底

●
高
級
ニ
ス
塗
装
の
丈
夫
で
美
し
い
仕
上
げ

標
本
箱
の
ほ
か
、

展
組
板
な
ど

虫
標

本
作
成
に
必
要
な
器
材
も
あ
り
ま
す'

器
材
カ
タ
ロ
グ
、

虫
関
係

入
国
・

 

・

 

委
託
国
書
リ
ス
ト
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あ
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大型

4, 500円(送料別)
中型
4, 000円(送科別)

この価格は昭和51年4 月現在のものです

㈲
タ
ッ
ミ
製
作
所


